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         養護教諭の相談能力向上と協働に関する研究 




























第一期（昭和 54 年～平成 8年）では，研修実践や事例について報告されていた．第二期（平
成 9 年～平成 19 年）になると，「心の教育や心の問題への対応」のために，養護教諭のカ





















































博士論文審査会（平成 30 年１月 25 日）では岩崎氏と外部審査委員である後藤氏を含む 3
名の審査委員との間で，また修士論文・博士論文発表会（平成 30 年 2 月 15 日）では大学
院教育の関係者との間で，活発な質疑応答があった．審査会では，後藤氏を中心にして審
査委員から，論文の内容と題目とのズレ，質的データ分析の妥当性の問題，グループスー
パーヴィジョンによる研修の内容の不明確さなどが指摘された．また報告会では，養護教
諭の能力向上への具体的な貢献，全国の小学校の養護教諭に対する調査方法，今後の養護
教諭の協働と連携を地域で実現するための具体的な行動などについての指摘がなされた． 
こうした審査過程を通じて，3 名の審査委員による最終協議の結果としては，つぎのよう
である．本研究自体は，調査データの分析・処理の方法に関しては今後の研究のなかで乗
り越えるべき問題点があり，研修の効果としての質的向上，とくに協働の実現を具体的な
実践のなかで示す必要性などといった課題が明らかにされた．しかしながら，孤立しやす
い養護教員の今後のあり方に焦点をあて，その質的向上にむけての方向性を示した点で，
先駆的で社会的にも意義のある研究として高く評価される．また，岩崎氏は，すでに複数
の英語論文を発表しており，日本の養護教育に関する研究を世界に発信していくという点
でも，将来的に学術的かつ実践的な活躍を大いに期待できる研究者である． 
 以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 
